
ポータブルプレーヤードック

PDX-50 取扱説明書

安全上のご注意
ご使用の前に、必ずこの「安全上のご注意」をよくお読みください。

ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくご使用いただき、お客様や他の方々への危害や
財産への損害を未然に防止するためのものです。必ずお守りください。お読みになったあと
は、保証書と共に使用される方がいつでも見られる所に必ず保管してください。

■ 記号表示について
この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のような意味があります。

 警告 この表示の欄は、「死亡する可能性または重症を負う可能性が想定される」
内容です。

ブラウン管を使用したディスプレイの近くでご使用になり万一色ムラや雑音などが生じるとき
は、本機とディスプレイの距離を離してご使用ください。

電源/電源コード

	 電源プラグは、見える位置で、手が届く範囲の
コンセントに接続する。
万一の場合、電源プラグを容易に引き抜くため
です。

	 下記の場合には、すぐに電源を切り、電源プラ
グをコンセントから抜く。
● 異常なにおいや音がする。　● 煙が出る。
● 内部に水や異物が混入した。
そのまま使用すると、火災や感電の原因にな
ります。

	 電源コードを傷つけない。
● 重いものを上に載せない。
● ステープルで止めない。● 加工をしない。
● 熱器具には近づけない。● 無理な力を加えな
い。
芯線がむき出しのまま使用すると、火災や感電の原
因になります。

	 電源電圧（100 V）で使用する。
それ以外の電源電圧で使用すると、火災や感電の原
因になります。

	 本機を完全に主電源から切り離すためには、電
源プラグをコンセントから抜いてください。 

分解禁止

	 分解・改造は厳禁。キャビネットは絶対に開け
ない。
火災や感電の原因になります。
修理および調整は販売店にご依頼ください。

手入れ

	 電源プラグのゴミやほこりは、定期的に取り除
く。
ほこりがたまったまま使用を続けると、プラグや金
属部がショートして火災や感電の原因になります。

設置

	 本機を下記の場所には設置しない。
● 浴室・台所・海岸・水辺
● 雨や雪、水がかかるところ
● 加湿器を過度にきかせた部屋
水の混入により、火災や感電の原因になります。

	 放熱のため、本機を設置する際には:
● 布やテーブルクロスをかけない。
● 通気性の悪い狭いところへは押し込まない。
本機の内部に熱がこもり、火災の原因になります。

	 あおむけや横倒しには設置しない。
故障やけがの原因となります。

	 心臓ペースメーカーまたは除細動器などを装着
している人から22 cm以上離して使用くださ
い。
ペースメーカーに影響を与え重大事故につ
ながる場合があります。

使用上の注意

	 雷が鳴りはじめたら、電源プラグには触れな
い。
感電の原因になります。

	 本機を落としたり、本機が破損したりした場合
には、必ず販売店に点検や修理を依頼する。
そのまま使用すると、火災や感電の原因になり
ます。

	 本機の上には、花瓶・植木鉢・コップ・化粧 
品・薬品・ロウソクなどを置かない。
●水や異物が入ると、火災や感電の原因となり
ます。
●接触面が経年変化を起こし、本機の外装を損傷す
る原因となります。

 注意 この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害が発生する可能性が想定
される」内容です。

車内・屋外での使用上の注意
運転中は操作しないでください。
炎天下の車内や直射日光の下、またはほこりっぽいところに設置したり放置したりしないでく
ださい。

•
•

無線に関するご注意
この製品の使用周波数帯では、電子レンジなどの産業・科学・医療用機器のほか、工場の製造ライ
ン等で使用されている移動体識別用の構内無線局（免許を要する無線局）および特定小電力無線局
（免許を要しない無線局）並びにアマチュア無線局（免許を要する無線局）が運用されています。
1 この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局及び特定小電力無線局並びにアマ
チュア無線局が運用されていないことを確認してください。
2 万一、この機器から移動体識別用の構内無線局に対して有害な電波干渉の事例が発生した場合に
は、速やかに使用場所を変えるか、又は機器の運用を停止（電波の発射を停止）してください。

音楽を楽しむエチケット
楽しい音楽も時と場所によっては大変気になるものです。隣近所への配慮を十分にしましょう。
静かな夜間には小さな音でもよく通り、特に低音は床や壁などを伝わりやすく、思わぬところに
迷惑をかけてしまいます。適当な音量を心がけ、窓を閉めてご使用になるのも一つの方法です。
音楽はみんなで楽しむもの、お互いに心を配り快適な生活環境を守りましょう。

はじめに
PDX-50は、iPhoneまたはiPodシリーズ専用のポータブルプレーヤードックです。iPodなどを
トランスミッターに接続して無線操作ができます。充電器を使って、充電や長時間の再生が可能
です。
また、付属品および各部の名称に記載されている記号（ や など）は、クイックマニュアル
に記載されているイラストの記号を表しています。詳しくはクイックマニュアルをご参照くださ
い。

付属品
ACアダプター（本体用：DC 15 V、2.66 A）[ ]..........................NU40-2150266-I3 ×1
電源コード[ ].................................................................................................................................. ×1
トランスミッター[ ]................................................................................................ PDX-50TX ×1
充電器[ ]...................................................................................................................PDX-50BC ×1
ACアダプター（充電器用：DC 5 V、1 A）[ ]............................. MU12-2050100-A1 ×1
ステッカー........................................................................................................................................  ×1
取扱説明書（本紙）.......................................................................................................................... ×1
クイックマニュアル.......................................................................................................................... ×1

商標
iPod™、iPhone™

iPodは、米国およびその他の国々で登録されているApple Inc.の商標です。
iPhoneは、Apple Inc.の商標です。

｢Made for iPod」とは、iPod専用に接続するよう設計され、アップルが定める性能基準を満
たしているとデベロッパーによって認定された電子アクセサリーであることを示します。
｢Works with iPhone」とは、iPhone専用に接続するよう設計され、アップルが定める性能
基準を満たしているとデベロッパーによって認定された電子アクセサリーであることを示しま
す。
アップルは、これらの機器操作または、安全規制基準に関する一切の責任を負いません。

■

■

電源/電源コード

	 長期間使用しないときは、必ず電源プラグをコ
ンセントから抜く。
火災や感電の原因になります。

	 ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない。
感電の原因になります。

	 電源プラグを抜くときは、電源コードをひっぱ
らない。
コードが傷つき、火災や感電の原因になります。

	 電源プラグは、コンセントに根元まで、確実に
差し込む。
差し込みが不十分のまま使用すると感電したり、
プラグにほこりが堆積して発熱や火災の原因にな
ります。

	 電源プラグを差し込んだとき、ゆるみがあるコ
ンセントは使用しない。
感電や発熱および火災の原因になります。

	 付属のACアダプターを使用する。
それ以外のものを使用すると火災の原因となること
があります。

	 ACアダプターは、布や布団でおおったり、つ
つんだりしない。
熱がこもり、ケースが変型し、火災の原因となるこ
とがあります。

設置

	 不安定な場所や振動する場所には設置しない。
本機が落下や転倒して、けがの原因になります。

	 直射日光の当たる場所や温度が異常に高くなる場
所（暖房機のそばや車内など）には設置しない。
外装の変形や、内部回路への悪影響が生じて、
火災の原因になります。

移動

	 移動するときは、本機の電源コードを外す。
本機が落下や転倒して、けがの原因になります。
コードが傷つき、火災や感電の原因になります。

使用上の注意

	 音が歪んだ状態で長時間使用しない。
スピーカーが発熱し、火災の原因になります。

	 環境温度が急激に変化したとき、本機に結露が
発生することがあります。
正常に動作しないときは、電源を入れない状態でし
ばらく放置してください。

	 外部機器を接続する場合は、各機器の取扱説明
書をよく読み、説明に従って接続してくださ
い。

手入れ

	 手入れをするときには、必ず電源プラグを抜
く。
感電の原因になります。

	 薬物厳禁 
ベンジン・シンナー・合成洗剤等で外装をふか
ない。また接点復活剤を使用しない。
外装が傷んだり、部品が溶解することがあります。
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各部の名称とはたらき
 / （ボリューム）キー[ ]

音量を調節します。

ステータスインジケーター（LED）[ ]
本機（スピーカー/トランスミッター）の状態を表示します。

LED表示（スピーカー/ 
トランスミッター）

本機の状態

消灯 スタンバイ。iPhoneまたはiPodが未接続。

一度だけ緑点滅 音量調節中。

緑点滅 iPhoneまたはiPodの接続を確認中。

緑点灯 パワーオン。iPhoneまたはiPodの接続完了。

緑点灯と赤点滅 2秒間だけ赤点滅：対応iPod以外のiPodが接続された状態。
赤点滅が継続：認証失敗の状態。（接続しなおしてください。）

赤点滅 なんらかのエラーが検出され保護回路が作動している状態。
（いったんACアダプターのプラグを抜き、しばらくしてから再度
差し込んでください。）

一度だけ赤点滅 音量が最大か最小です。

赤点滅（緑の状態に関係なく） iPhoneまたはiPodのバッテリー不足。

DC IN 15V端子[ ]
ACアダプター（本体用）を差し込みます。ACアダプターを差し込むと、微弱ながら電気が流
れ、スタンバイの状態になります。スタンバイの状態でiPhoneまたはiPodをトランスミッタ
ー（PDX-50TX）に接続すると、パワーオンの状態になります。接続を外すと、スタンバイ
状態に戻ります。

トランスミッター（PDX-50TX）[ ]
iPhoneまたはiPodを接続します。接続を外すとスタンバイの状態になります。iPhoneまた
はiPodはいつでも接続したり外したりすることができます。

充電器（PDX-50BC）[ ]
iPhoneまたはiPodのバッテリーを充電します。

DC IN 5V端子[ ]
ACアダプター（充電器用）を差し込みます。

グループセレクト
本体およびトランスミッターのグループを切り替えるときに使用します。

グループセレクト

トラブルシューティング
下記以外の症状が起きた場合は、AC アダプターを外してお買い上げ店、またはお近くの 
ヤマハ電気音響サービス拠点にお問い合わせください。

症状 原因 対処
音が出ない。 他の機器に接続されている。 グループセレクトを変えて、他の

グループを選択してください。
グループセレクトが合っていな
いため接続していない。

グループセレクトを合わせてく
ださい。

距離が離れすぎている。 トランスミッターとスピーカー
の距離を近づけてください。

周囲に2.4 GHz帯の電波を出す
もの(電子レンジ等)がある。

それらの機器から遠ざけて配置
してください。

iPhoneまたはiPodがトランス
ミッターにしっかり接続されて
いない。

もう一度しっかり接続しなおし
てください。

iPhoneまたはiPodのファーム
ウェアが最新バージョンになっ
ていない。

アップル社のウェブサイトから
最新のiTunesソフトウェアを
ダウンロードし、iPhoneまた
はiPodのファームウェアを最新
バージョンにアップグレードし
てください。

トランスミッターからの電波が
金属や人体で遮られている。

トランスミッターからの電波が
金属や人体で遮られないよう
に、 持ち方や持つ位置、置き方
や置く位置を変えてください。

スピーカー本体の電源が入って
いない。

ACアダプターを正しく接続しな
おしてください。

iPhoneまたはiPodのバッテリ
ー残量が少ない。

iPhoneまたはiPodを充電して
ください。

音量が最小になっている。 スピーカー本体の音量を調節し
てください。

iPhoneまたはiPodとスピー 
カー本体が接続中です。

接続が完了するまで少々お待ち
ください。

音量が大きすぎて保護回路が
働いた。

音量を下げてください。

iPhoneまたはiPodの音量を
調節しても音量が調節でき
ない。

本機が対応していないiPhoneま
たはiPodが接続された、または
トランスミッターにしっかり接
続されていない。

本機が対応しているiPhoneまた
はiPodをお使いになるか、しっ
かり接続しなおしてください。

iPhoneまたはiPodをトラン
スミッターから外してもス 
ピーカーの電源が切れない。

他の機器に接続されている。 他のグループを選択してくだ
さい。

iPhoneまたはiPodを接続して
いないのに、突然音が出た。

主な仕様
対応iPod.......................................iPod（第5世代）、iPod classic、iPod nano、iPod touch
対応iPhone....................................................................................................... iPhone、iPhone 3G
実用最大出力（6 Ω 1 kHz、10 % THD）........................................................... 15 W + 15 W
電源電圧/周波数...........................................................................................AC 100 V、50/60 Hz
消費電力

PDX-50.....................................................................................................................................10 W
PDX-50TX/PDX-50BC...........................................................................................................4 W

iPod/iPhone未接続時の消費電力
PDX-50...............................................................................................................................1 W 以下
PDX-50TX/PDX-50BC..................................................................................................1 W 以下

通信可能距離...........................................................................................約20 m（妨害のないとき）
最長再生時間................................................................... 約10時間（iPodがフル充電の状態から）
同時接続スピーカー数.....................................................最大7台（場所や状況により異なります）
外形寸法 (幅 x 奥行き x 高さ)...............................................................350 x 125 x 127.5 mm
質量（本体のみ）........................................................................................................................1.7 kg

本機は、第4世代以前のiPod、DockコネクターのないiPod、iPod photo、iPod miniには対
応していません。

※仕様、および外観は、改良のため予告なく変更することがあります。

お手入れのしかた
キャビネットを美しく保つため、柔らかい布で乾拭きするようにしてください。汚れがひどいと
きは、水を布に含ませ、よくしぼって拭き取ってください。

本機の無線方式について

2.4XX4
	 「2.4」	 2.4 GHz 帯を使用する無線設備

	 「XX]	 変調方式はその他の方式
	 「4」	 想定干渉距離が40 ｍ 以内
	 	 全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を

回避可能
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